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6月
がつ

、グ
ぐ

ル
る

ー
ー

プ
ぷ

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

に 入
にゅう

居
きょ

されていない利用者
りようしゃ

さんの保
ほ

護
ご

者
しゃ

・ 兄
きょう

弟
だい

姉
し

妹
まい

の方々
かたがた

に、今
こん

後
ご

のグ
ぐ

ル
る

ー
ー

プ
ぷ

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

についてお

話
はなし

をさせていただきました。次
つぎ

のように、率
そっ

直
ちょく

な思
おも

いやご意
い

見
けん

をお聞
き

きすることができました。 

●本
ほん

人
にん

に 力
ちから

をつけたい。 ●健
けん

常
じょう

者
しゃ

の若
わか

者
もの

も厳
きび

しい 状
じょう

況
きょう

の中
なか

、この先
さき

どうなるのだろう。 

●親
しん

戚
せき

や 隣
となり

近
きん

所
じょ

とのかかわりがない。 ●時
とき

折
おり

、短
たん

期
き

入
にゅう

所
しょ

を使
つか

いながら基
き

本
ほん

的
てき

に自
じ

宅
たく

で過
す

ごさせたい。 

●わが子
こ

は何
なん

歳
さい

まで生
い

きるのだろうか、将 来
しょうらい

が不安
ふあん

。 ●子
こ

どもより後
あと

に死
し

にたいと思
おも

っている。 

●サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

に頼
たよ

るのではなく、もう一
いっ

回
かい

、みんなで助
たす

け合
あ

わな

いといけないのかな。 

●ポ
ぽ

レ
れ

ポ
ぽ

レ
れ

ではなく、他
ほか

の事
じ

業
ぎょう

所
しょ

を使
つか

うように勧
すす

められたが、

ポレポレ
ぽ れ ぽ れ

にお願
ねが

いしたい。 

●親
おや

が元
げん

気
き

なうちに子
こ

どもの行
い

き場
ば

を見
み

つけてあげたい。 ●親
おや

子
こ

で一
いっ

緒
しょ

に助
たす

け合
あ

いながら暮
く

らす方
ほう

法
ほう

はないか。 

●お父
とう

さん向
む

けの勉
べん

強
きょう

会
かい

があったらいいな。 ●この家
いえ

はどうなるかと 考
かんが

えることもある。 

●親
おや

が突
とつ

然
ぜん

倒
たお

れてもいいように、子
こ

どもの 将
しょう

来
らい

について 準
じゅん

備
び

をしておきたい。でも、どうしたらいいか分
わ

からない。 

●父
ふ

母
ぼ

だけで 考
かんが

えるのではなく 兄
きょう

弟
だい

姉
し

妹
まい

にも相
そう

談
だん

してほしい。父母
ふ ぼ

に何
なに

かあった時
とき

、兄 弟
きょうだい

姉妹
しまい

としても、本
ほん

人
にん

をどうしていいかわか

らない（姉
し

妹
まい

談
だん

）。 
 

共
きょう

同
どう

体
たい

としてス
す

タ
た

ー
ー

ト
と

した当
とう

法
ほう

人
じん

に、暮
く

らしの場
ば

を期
き

待
たい

されていることもよく分
わ

かりました。しかしながら、国
くに

の 情
じょう

勢
せい

をみると、利
り

用
よう

者
しゃ

全
ぜん

員
いん

の暮
く

らしの場
ば

を作
つく

り続
つづ

けることはできません。そこで、今
いま

からは、ご家
か

族
ぞく

との暮
く

らしを維
い

持
じ

しながら、地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

を継
けい

続
ぞく

できる

方
ほう

法
ほう

も模
も

索
さく

する必
ひつ

要
よう

があると思
おも

います。サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

だけではなく、周
まわ

りの人
ひと

たちと支
ささ

えあいながらの暮
く

らしになるのではないでしょうか。

今
いま

、法
ほう

人
じん

拓
ひら

くでは、次
じ

世
せ

代
だい

につなぐプ
ぷ

ロ
ろ

ジ
じ

ェ
ぇ

ク
く

ト
と

でス
す

タ
た

ッ
っ

フ
ふ

一
ひ

人
とり

ひとりが「拓
ひら

くの魅
み

力
りょく

」を 考
かんが

え、これからのことを話
はな

し合
あ

って
て

いま

す。これまでの歴
れき

史
し

の継
けい

承
しょう

とこれからの時
じ

代
だい

にあった事
じ

業
ぎょう

展
てん

開
かい

を 考
かんが

え、ご本
ほん

人
にん

やご家
か

族
ぞく

、また地
ち

域
いき

に必
ひつ

要
よう

とされる居
い

場
ば

所
しょ

をつくっ

ていきたいと思
おも

います。                                   （統
とう

括
かつ

本
ほん

部
ぶ

長
ちょう

 北
きた

岡
おか

 さとみ） 

 

大
だい

規
き

模
ぼ

震
しん

災
さい

、台
たい

風
ふう

、異
い

常
じょう

気
き

象
しょう

によるゲ
げ

リ
り

ラ
ら

豪
ごう

雨
う

など災
さい

害
がい

をとても身
み

近
ぢか

に感
かん

じるようになってきました。災
さい

害
がい

時
じ

、私
わたし

たちはどう 考
かんが

え、行
こう

動
どう

するのか…。今
こん

回
かい

、初
はじ

めて災
さい

害
がい

時
じ

について、利用者
りようしゃ

さんと 職
しょく

員
いん

全
ぜん

員
いん

を対
たい

象
しょう

にしたア
あ

ン
ん

ケ
け

ー
ー

ト
と

調
ちょう

査
さ

を 行
おこな

い

ました。 

ア
あ

ン
ん

ケ
け

ー
ー

ト
と

結
けっ

果
か

から、しっかりと 考
かんが

え 準
じゅん

備
び

されている方
かた

、まだ 考
かんが

えておらず何
なに

の 準
じゅん

備
び

もされていない方
かた

など、住
じゅう

宅
たく

環
かん

境
きょう

、家
か

族
ぞく

環
かん

境
きょう

、 障
しょう

害
がい

程
てい

度
ど

により意
い

識
しき

に大
おお

きな差
さ

があることが分
わ

かりました。 

全
ぜん

体
たい

的
てき

な傾
けい

向
こう

として「 障
しょう

害
がい

があり、周
まわ

りに迷
めい

惑
わく

なので避難
ひなん

しない」「避
ひ

難
なん

所
しょ

にオ
お

ム
む

ツ
つ

を換
か

える場
ば

所
しょ

があるのか」「 車
くるま

イ
い

ス
す

で入
はい

れ

る避
ひ

難
なん

所
しょ

なのか」「ミ
み

キ
き

サ
さ

ー
ー

食
しょく

、オ
お

ム
む

ツ
つ

の確
かく

保
ほ

が心
しん

配
ぱい

」など、特
とく

に 障
しょう

害
がい

が重
おも

い方
かた

々
がた

は避
ひ

難
なん

したくても、できないのではという不
ふ

安
あん

が目
め

立
だ

ちました。また、職
しょく

員
いん

の中
なか

には、「災
さい

害
がい

時
じ

は自
じ

分
ぶん

たちの家
か

族
ぞく

のことで精
せい

一
いっ

杯
ぱい

で法
ほう

人
じん

施
し

設
せつ

に駆
か

けつけられない」と回
かい

答
とう

される方
かた

も多
おお

く、現
げん

実
じつ

問
もん

題
だい

として誰
だれ

に助
たす

けてもらうかは、大
おお

きな課
か

題
だい

だと感
かん

じました。利用者
りようしゃ

さんの中
なか

には「近
ちか

くの親
しん

戚
せき

にお願
ねが

いしてある」

「地
ち

域
いき

の要
よう

支
し

援
えん

者
しゃ

リ
り

ス
す

ト
と

に登
とう

録
ろく

している」などの近
きん

所
じょ

の自
じ

助
じょ

・互
ご

助
じょ

をしっかりと意
い

識
しき

し、 準
じゅん

備
び

されている方
かた

もいました。 

このア
あ

ン
ん

ケ
け

ー
ー

ト
と

を受
う

けて、重
おも

い 障
しょう

害
がい

がある方
かた

たちが被
ひ

災
さい

した際
さい

の避
ひ

難
なん

については大
おお

きな課
か

題
だい

だと感
かん

じました。まだ災
さい

害
がい

について

考
かんが

えておられない方
かた

もおられます。避
ひ

難
なん

所
しょ

の様
よう

子
す

を確
かく

認
にん

しておく、サ
さ

ポ
ぽ

ー
ー

タ
た

ー
ー

を確
かく

保
ほ

しておく、必
ひつ

要
よう

な備
び

蓄
ちく

をしておくなど、自
じ

分
ぶん

た

ちでできることから 準
じゅん

備
び

をはじめる必
ひつ

要
よう

があるのではないでしょうか。法
ほう

人
じん

として、備
び

蓄
ちく

するものを見
み

直
なお

す機
き

会
かい

になりましたし、災
さい

害
がい

時
じ

にどんな役
やく

割
わり

を果
は

たせるか、計
けい

画
かく

準
じゅん

備
び

をしておきたいと思
おも

います。 

（グ
ぐ

ル
る

ー
ー

プ
ぷ

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

防
ぼう

災
さい

担
たん

当
とう

：白
しら

數
す

 直
なお

基
き

、本
ほん

部
ぶ

長
ちょう

：浦
うら

川
かわ

 直
なお

人
と

） 
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今後
こんご

の 

グ
ぐ

ル
る

ー
ー

プ
ぷ

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

 

 

 
グ
ぐ

ル
る

ー
ー

プ
ぷ

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

 

防
ぼう

災
さい

担
たん

当
とう

 

まわ     ひと       ささ   あ            く             かんが    
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